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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています
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八女市本村

栗原　妙子

第 36回八女茶で健康
八女市の小中学校生徒児童が給茶機でお茶を楽しむ

　お茶の葉（店頭で小売りされて
いるお茶）を使ってお茶を飲む子
どもたちが減少していることから、
八女市は全ての小中学校に給茶機
を設置し、日常的にお茶に接する
機会を提供しています。
　設置事業は平成 27 年度から進め
られ、平成 29 年度に全校（24 校）
で導入が完了しました。これに必
要なお茶は、年間約 400kg で旧市
町村単位の JA やめ茶業部会支部及
び県茶商工組合流通部会より無償
提供されています。
　給茶機は、１回ごとに淹れる方
式で、機能が向上しており、お茶
をおいしく飲むことができます。
また、温かいお茶や冷茶なども選
択できます。
　衛生面については、上水道の給
水管と給茶機を直結することで安
全性を確保しています。給茶機の掃除は、１日１回のフィルター洗浄（10
分程度）が必要ですが、先生方に伺うと洗浄の負担はほとんどないという
ことでした。
　写真①は、私や八女市・JA の職員が、旧市町村単位ごとに異なる茶に対
応したおいしい淹れ方のセッティングをしているところです。お茶の量は
0.1g 単位、お湯の温度は 1 度単位、浸出時間は 1 秒単位で微調節できます
ので、実際に何回も試行錯誤を繰り返して小中学生がうまいと言ってくれ
る最適な組み合わせを見つけています。

福岡県茶生産組合連合会事務局長　仁田原　寿一

写真①　淹れ方の給茶機セッティング

写真②　JA茶業部会支部長からお茶の贈呈

矢部川源流・杣の里の四季  �
オカトラノオ(丘虎の尾)[サクラソウ科]

　オカトラノオは山野の日当たりの良い場
所や、道端、草地などで普通に見られる植
物。欧米では栽培されている所もある。花
期は 7 月～ 8 月。花は下から上へと咲き進
み、先端が虎の尾のように枝垂れる。名前
は、この花穂の様子と、丘のような場所に
よく群生していることによる。

黒木町　松尾　重根

八女筑後看護専門学校の卵　⑧
オープンキャンパスへのお誘い

　今年も 8月 5日（日）、9月 2日（日）、10 月
14 日（日）の３日間、午前中にオープンキャン
パス（学校説明会）を行ないます。毎年の恒例行
事になっていますが、昨年は高校卒業予定の方や
准看護師の資格を取得して更に上を望む方など、
遠くは県外からも来られ 124 名の方に参加いた
だきました。
　看護師とはどんな仕事かから始まり、在校生や
卒業生から直接「自分が看護師を目指した体験談
や苦労話」を聞く機会となり、今から自分が選択
しようとしている仕事が果して適しているのか、
やりがいのある一生の仕事かを見極めるチャン
スになります。また、看護科を目指している人た
ちは、進学への不安を解消することにもなります。
　当日は看護体験や個別相談にも応じています。
遠方から通学している学生、学業と家庭を両立し
ている学生、アルバイトをしている学生、男子学
生などから話を直接聞くことで学校生活をより
具体的にイメージしてもらえたら幸いです。是非
自分の目と耳で確かめていただきたいと思いま
す。

　本校はこれまで毎年行われる准看護師試験、看
護師国家試験ではハイレベルの合格者を社会に
送り出すことができ、卒業生には地域はもとより
遠隔地の医療の支えとして貢献していただいて
おります。看護科は、准看護師としての学びの上
に更に広く深く看護を学んでいきます。
　今看護師としての仕事は揺りかごから高齢者
まで幅広く、医療の担い手としての需要は今後も
益々大きくなっていく事が予想されます。多く
の人との関わりを通して、如何に看護職が貴重
な仕事かを知る機会となります。
　お気軽に足
をお運び下さ
い。心より歓
迎申し上げま
す。

看護科教務主任

　　深町　昌子
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